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特集！　池辺晋一郎先生の声


　第５６号　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　








団ＨＰより：歌詞公募ニュ－スNo.6 さん 2013年 01月 12日 11時 47分 42秒 


新しい年に入り、委嘱スタッフも活動開始です。今日は先生方にご協力いただき、新年最初の選考委員会(第4回)を行います。さて、源田先生に新年のご挨拶を差し上げたところ。ご丁重な返信をいただきましたので、この機会にご報告します。


■委嘱委員から源田先生へ


「昨年は私たちにとって、感激、感動、感謝の年でした。加えて思いがけず、小山章三先生からもメッセ－ジをいただくことができ、貞松先生ともども喜んでいます。組曲の夢、実現に向けて、団では準備をすすめています。今しばらくお時間を下さい。いい年でありますように！」


■源田先生からの返信


「賀状ありがとうございました。私も昨年皆様からいただいた感動を胸に、新たな作品を生み出したい気持ちでいっぱいです。地震や津波、火山の噴火、原発や領土問題など、様々な不安に満ちた世の中ですが、人々の声を合わせることで感動を共有できる合唱で、心に活力を与えたいですね。本年もどうぞよろしくお願いします。」以上、今年も引き続きよろしくお願いします。委嘱運営スタッフ





少年少女合唱団からの御礼（団ＨＰより）2013年 01月 14日 15時 19分 48秒


富田林市少年少女合唱団は、1月13日に第41回定期演奏会を開催し、混声様からたくさんのご来場とご声援を頂いた上に結構な贈り物まで頂きました。ありがとうございました。皆様のおかげで盛況のうちに終えることができました。団員一同心より御礼申し上げます。これからも心のハーモニーをモットーにして、活動を続けていきます。より一層のご支援ご声援をお願いいたします。（少年少女合唱団　山崎康二）

















シャンテ担当者古畑 等から：皆さんの原稿をお願いします。Ｅメール：１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐです。




















団員投稿





「池辺晋一郎先生の記事からその２」


（Ｂ上田さん）





　朝日の文化欄で、ご縁のあった先生のお顔が目に入りました。これは久しぶりで先生のだじゃれを拝見できるのかなと・・・


『日本人と声』というタイトルで、私は息も次がせずに読みました。そのままの文でいきますのでお付き合いの程を・・・・・３回に分けて載せていただきます。その２回目です。


「日本人は声が小さいんだな・・・・どうしてだろう。食べもののせいか・・・・。ドイツのフランクフルト空港で、乗り換えのため一泊しなければならなくなったことがある。空港会社のホテルで、食事券もあちらの提供。それを持ってレストランに入る。食事券でワインを１本とザワークラウト（キャベツの酢漬け）を注文する。　　キャベツには大量のソーセージやアイスバイン（豚のすね肉）が埋め込まれている。大皿に山盛り。うわ、誰がこんなに食べるんだ。僕一人なんだぞ・・・・と、ボーイが来て言う。「あなたは食事券をまだ半分しか使っていない。もっと何か注文してくれ」「もう、要らない」「いや、全部使い切って欲しい」「勘弁してくれ・・・・・・」また、ある時は旧ユーゴスラヴィアのベオグラードにいた。仕事が終わった夜、彼の地に在住の日本の知人が夕食に誘ってくれた。記憶はさだかではないが、たしか名物の羊肉。前菜だけでたっぷり。もちろん十分すぎるくらい酒も入った。そこに、メインデッシュが運ばれてきた。骨付きの大きな肉塊がバスケットに７個。我々はちょうど７人だったから、さっさと１本ずつ取り分ける。そこへ・・・・・・何と、同じバスケットが６つ運ばれてきたではないか！　あの７本入りは一人前だったのだ。この肉塊、日本人は１個しか食べられないだろう。単純計算で、あちらの人は日本人の７倍食べることになる。溜息・・アジアでもヨーロッパでもアメリカでも、何度もこのような体験をした。飢えで苦しんでいる国や地域もあるというにのに・・・・・・。」次回は閑話休題。声の話だ。」


　　　　　　　　　次回もお楽しみに。








　ハッピーバースディ！２月で当団結成１８年目です。演奏会は１回ぬけてこの７月が第１７回演奏会です。１回ぬけたのは2009年４月東京混声合唱団初共演によります。あれから当団は二度目の東混共演・神戸の団との交流などで実力を付けてきました。毎年の演奏会のお客様の声がそれを証明しています。そこで大切なのは平素の練習でしょう。明るさと元気良さ、「ああいいなあ」というアンサンブルの気持ちよさが満ちている練習が我々を上手にしていくのです。それというのも貞松先生はじめ先生方、岡団長ならびに役員さん達、団全員の皆さんの熱意の賜物と感謝しています。今後もよろしくお願いします。本多副団長の報告にもありましたが、今後も新しい仲間を増やしていきたいですね。
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連絡事項　東京混声合唱団の演奏ＣＤ「林光抒情曲集」はいいお手本になりますので、聴いてください。（Ｓ福井）


歌詞公募関連：岡田委員長より。28応募作品は、13作に絞り、太田真紀先生を通じて鈴木先生のコメントをつけて応募者に一度返します。改訂して2月16日に再提出をお願いします。


練習会場と団会計について：本多副団長より。ここ数年、正団員数は大体８０人前後で推移していましたが、今年は休団・退団が重なり約７０人まで低下。当初の予算では、７５人で計算していたため団会計は初の単年度赤字の見通しです。団も設立１８年目を迎え、団としての技術レベルや運営内容も安定してきましたので、今後は費用のかからない公的な練習会場への移動も検討していきたいと考えます。現在、練習会場代は年額４４万円規模となっていますので、無償会場への変更により、団費の値下げや府合唱祭への参加費(個人参加費)の支払いなど有効に考えたいと思います。また、定演後約半年間の譜読み期間（パート練習）は、すばるのリハーサル室・音楽練習室を使用することも勘案いたします。２月１６日に中央公民館を試しに使用いたします。その後、団員総意のもと、変更を考えていきたいと思います。（これまでは話題にはなりませんでしたが新入団員を増やすアクションなども検討課題とし、みんなで頑張りましょう。）


なお公民館は午後９時閉館なので、練習時間は、午後６時から９時までとなります。





練習状況　１月５日（土）


　さあ年明け最初の練習です。ＶＴの和田先生も元気いっぱい。「今年もよろしく。」なんてシゴキ始めです。またまた新機軸。腰を屈めて足腰をしっかり踏みしめ、相撲のシコ踏みの構えをとります。「ふっといロープを両手でたぐり上げるように。」と腕を交互に上げ下げする。遠見に見れば横綱の所作に見えます（冗談ご容赦）が、「これは腰の筋肉を意識して不随意筋の横隔膜をコントロールする訓練です。」いつもいろいろな発声技術をご指導される和田先生、ありがとうございます。ＢＲＲＲ―や我慢の筋肉訓練はみんなの腹筋を鍛え発声技術の向上に成果ありと思います。


　練習は３週間ぶり。たっぷりのパート練習で「林光抒情曲集から(お菓子の好きなパリ娘・椰子の実)・男声女声合唱曲の音取り。練習のシメは山崎さんの久しぶりの指揮で「みどりの風に」をアンサンブルで本年初練習でした。


１月１９日（土）


和田先生のＶＴ。「高い音程にかかったら、パワーで押し出さずに、喉の奥を縦にひろげる。」「声帯はＶ字型で、喉を下げると同時に声帯筋肉が引っ張って声帯自体が薄くのばされて高い音が出る」「身体を揺らさず腰と腹筋の支えで息の柱が上がっていい声になる」などしっかり訓練していただきました。


練習はパート練習から。「ＨＡＮＡ」と「林光曲集」を中心に音取り確認。「まちぼうけ」を久しぶりにアンサンブルしました。「歌い終わったら、ピアノが終わるまで、ドヤ顔を続けてください」と貞松先生。この曲は楽しい雰囲気で、テンポがかなり変わります。


「お菓子の好きなパリ娘」「箱根八里」「からたちの花」を通しました。「お菓子・・」では「ピッチカートのようなＢＭ・・」を上手に表現できるよう繰り返し練習しました。最後はみどりの風に」をアンサンブルしました。


　少年少女合唱団を代表してＢ山崎さんが御礼を、貞松響さんの出演演奏会について貞松先生が御礼を述べられました。




















